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 BCPQ // より BXPQ で、 xPQBP  、
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BQP であるから、 
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CST より、 BCST // となる。 

xBP のとき、 BRを xで表すことを考える。 
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ただし、 22 BCBR より、
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①の条件下で、 xBRRC )33(2222   yxRCBR ::  であるから 
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ただし、
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